
明治５年　８月 学制発布とともに松田良斉・東田庄三郎　両氏を師として、読　・筆・算科を授く。
６年１１月 橘村落小学校が設置される。本明寺学舎で７０名の児童が学ぶ。教育予算６１円２０銭

      ９年　８月 群英小学校と顕文小学校（上･下田子島、出合島、舟場島、校舎は三島四平氏の持ち家）
に分かれる。この頃の就学率は約７６％（顕文小学校資料）

  　１０年　２月 巡回試験あり。参加父兄４０名余り。本校の試験のはじめである。群英小学校は橘小学
校に、顕文小学校は田子島小学校に改名。(出合島が校区より離れ、与九郎島が編入)

  　２０年　４月 橘尋常小学校と田子島尋常小学校が合併して砂川尋常小学校となる。
  　３０年　４月 合併では反対を押し切って２年生以上が田子島教場へ移る。冬の暖房には三尺角の大火

鉢が使用される。この頃は子守がてらに通う児童が多く、就学率は約７５％。
   ４０年　３月 学校令改正で、三か年の義務制となる。

８月 砂川村・草深村・中島村が合併して、川北村となる。
４１年　４月 川北西尋常小学校と改名、上田子島・与九郎島は校区より離れ、現在の校区となる。
４４年　４月 田子島尋常小学校と改名。

この頃より就学率が向上し９９％を超す。理科の標本や体育器具も整えられる。
大正６年　４月 修正教科書が使用された。

以後、教授法研究会や研究授業が多く行われ、郡内でも自由教育時代となる。
１１年　１月 初めて電灯が架設され、校内９か所に点灯する。

昭和４年　１月 以後、毎週火・金曜日に昼食時にメッタ汁を給与し始める。
８年  １月 校舎の落成式を行う。地区割り当て寄付金総額２４５円６０銭。
９年　７月 手取川大洪水。罹災児童は死亡５名、行方不明１名。
同　１１日 義援金総額２４５円６０銭

９月 水難児童の追悼式を行う。
１６年　４月 橘国民学校と改名。

教科は国民科(４科目)・理数科(２科目)・体練科(２科目)・芸能科(４科目)となる。
２０年１０月 敗戦後、占領軍の教育管理政策指令に基づいて、修身・国史・地理の授業を停止する。
２２年　１月 校歌を制定。「作詞：畑本俊夫　作曲：大原善衛」

４月 ６・３・３・４制の教育形態に基づいて、橘小学校と改名（川北中学校分校を併設）。
３３年　７月 ＰＴＡ会報第１号が発刊される。
３８年１１月 放送教育優秀実践校として、全国表彰される。
４６年　９月 防音校舎第一期工事地鎮祭・起工式を行う。
４８年　５月 新校舎竣工式を行う。

１２月 創立百周年の式典や各種工事を行う。
５２年１０月 図工教育の研究会を催した。

テーマ「創造性をあたためる学習」（豊かな表現を目指す図工教育）
５４年　３月 防音講堂兼体育館が落成する。
５８年　８月 ＰＴＡ活動優秀につき、県表彰受ける。

１１月 ＰＴＡ県指定研究の発表会を開催する。テーマ「地域ぐるみの情操教育」
６２年　３月 ブラスバンドが結成される。

１１月 国語の研究校として研究発表大会を催す。テーマ「どの子にも学ぶ喜びを」
平成２年　８月 運動場にナイター設備が完成する。

３年　７月 プール開設竣工式が行われ、駐車場も併設して完成する。
１０月 国民体育大会薙刀会場の開始式にてブラスバンド出演

４年　８月 校舎大規模改修工事（外装）が完成する。
１２月 暖房設備の改修工事が完了する。

５年　８月 校舎大規模改修工事（内装）が完成する。
校長室、職員室、保健室、図書室、体育館和室に冷房施設が完成。

６年１１月 中国興城市より文化教育使節団（４名来校）
７年　３月 前庭の整備完了（集落環境整備事業）校名石碑設置（題字　朝岡明美校長）

９月 中国興城市より文化教育使節団（４名来校、内小学生２名）
８年　４月 文部省、石川県教育委員会より３年間の「体力つくり推進校」に指定される。

８月 児童玄関、職員玄関改修工事。音楽室に冷房設備、体育館に大型スクリーンを設置。
９年  ５月 運動場の築山を大きくする。

６月 ２年～６年各教室にパソコン１台設置する。
８月 川北町教育文化訪中使節団が中国興城市訪問（山岡校長、小野島児童会長）

１０年１０月 「体力つくり推進校」研究発表会開催。テーマ「楽しみながら体力つくりに取り組む子
どもの育成」～生涯を通して進める体力つくり～

１１年　５月 教育用パソコン２２台を設置する。
１２年１０月 「体力つくり推進校」の功績により全国表彰を受ける。
１７年１１月 保育所増築工事により運動場の築山なくなる。
２０年　４月 県教育委員会より２年間の「活用力向上推進モデル校」に指定される。

８月 校舎の耐震補強化事業工事が完成する。

２．橘小学校の沿革



２１年１０月 「活用力向上推進モデル校」公開研究発表会を行う。
２２年　３月 大型デジタルテレビ１６台、電子黒板１台を設置する。

　４月 県教育委員会より「活用力向上パイロット事業校」に指定される。
６月 「活用力向上パイロット事業」前期公開研究発表会を行う。
７月 新型パソコン児童用３４台を設置する。

　　　　　１１月 「活用力向上パイロット事業」後期公開研究発表会を行う。
２３年　４月 県教育委員会より「読書活動推進事業モデル校」に指定される。

１０月 運動場に物置を設置する。
２４年　４月 県教育委員会より「いしかわ道徳教育推進事業」の指定を受け、川北町「道徳教育推進

拠点校」となる
６月 第１回川北町「人と地域を生かした道徳教育講座」を開催する。

１２月 第２回川北町「人と地域を生かした道徳教育講座」を開催する。
（講師　ロンドンパラリンピック日本代表宮島徹也氏）

２５年　４月 ２４年度に引き続き、県教育委員会より「いしかわ道徳教育推進事業」の指定を受け、
川北町「道徳教育推進拠点校」となる。

６月 第１回川北町「人と地域を生かした道徳教育講座」を開催する。
１２月 第２回川北町「人と地域を生かした道徳教育講座」を開催する。

（講師　鵬学園高校野球部監督　浅井純也氏）を開催する。
２６年　４月 石川県社会福祉協議会より３年間の「児童生徒のボランティア活動普及事業校」の指定

を受ける。
８月 空調設備復旧工事により、全ての教室に空調エアコンが完備される。

２７年　９月 体育館天井落下防止工事、校舎非構造部材耐震化工事が行われたほか、窓ガラス飛散防
止フィルムを貼るなどの耐震安全対策が施される。

　２８年　４月 県教育委員会より実践的防災教育総合支援事業の指定を受け、１０月には防災アドバイ
ザーの金沢大学青木、林の両准教授を招聘して防災訓練が行われる。

　　　　８月 プール底部のラインを塗り直し、シャワーコーナーには滑り止めを施す。
グランドに雲底と登り棒の２基の遊具を設置する。

１２月 ＰＴＡより校章付き演台の寄贈を受ける。
２９年　４月 県教育委員会より２年間の「若手教員早期育成プログラム実践モデル校」に指定され

５月 全国植樹祭天皇陛下お手蒔きの木『山桜』を頂き、校庭南側に植える。
１１月 税務署より租税教育の推進に対する感謝状を受ける。

３０年　１月 ＰＴＡより司会用演台が寄贈される。
２月 防犯ボランティア「橘っ子見守り隊」が寺井警察署より表彰される。

　　　　１０月 英語教育強化拠点地域事業（県）・英語教育推進事業（町）の公開授業研究会が本校を
会場に行われた。

３１年　３月 特別支援学級増設工事により３階音楽準備室が特別支援学級となる。
令和元年１０月 町学校教育協議会　授業発表会を開催する。

２年　３月 プール耐震工事完成

３．校区地図


